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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動や海外景気の下振

れリスク等があるものの、政府による経済・金融政策により、企業収益の改善や設備投資の持ち直しが見られ、緩

やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況のもと当社グループ（当社及び連結子会社９社）は、全社基本方針として「進化」を掲げ、最終

年度となる中期経営計画「Action 50」の総括に取り組むとともに、今年11月に当社設立50周年を迎えることを機

に、攻めの経営へと大きく舵を切ってまいります。

当第２四半期連結累計期間は、第１四半期に一部の市場で消費税増税前の駆け込み需要の反動が現れましたが、

第２四半期に入り順調に回復しております。また、コンサート・イベント関連市場も依然として活況が続いている

ことから、当社グループを取り巻く環境は明るさを増しており、計画を上回って推移しております。さらに、電波

法改正による「特定ラジオマイク（ワイヤレスマイクロホン等）の新周波数帯域への移行に伴う買い替え需要」の

発生も当社グループにとって追い風となっており、売上高及び利益にプラスの影響を及ぼしております。これらの

要因に加え、前期新たにグループ入りした連結子会社の寄与を取り込んだこともあり、売上高は前年同四半期と比

べ増加いたしました。営業利益につきましては、各事業が順調に推移しておりますが、成長を続けるコンサート市

場を背景に機材の増強を行ったこと等により減価償却費が増加したため、前年同四半期実績には届きませんでし

た。経常利益及び四半期純利益につきましては、上記特定ラジオマイクの新周波数帯域への移行に伴う固定資産受

贈益を営業外収益に計上したこと等により、前年同四半期と比べ増加いたしました。

これらの結果、売上高8,832百万円（前年同四半期比6.9％増）、営業利益719百万円（同7.3％減）、経常利益

777百万円（同12.2％増）、四半期純利益488百万円（同25.3％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

［音響機器販売事業］

音響機器販売事業は、第１四半期に消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動から、売上の基礎となる流通商品

の販売が落ち込んだものの当第２四半期は順調に回復し、見込んでいた大型案件も着実に受注につなげることがで

きました。

他方、電波法の改正に伴い、現行の特定ラジオマイクは平成31年３月31日までに新しい周波数帯域への移行が義

務付けられており、これから５ヵ年の間に国内すべての特定ラジオマイクの買い替えが発生します。国内で大きな

シェアを占めるShure社製品の拡販とさらなるシェア拡大を図るべく営業強化に取り組んでおり、すでに想定を上

回るペースで販売が進捗しております。

さらに、ヒビノイマジニアリング株式会社の業績が新たに寄与したことから、売上高及び利益は前年同四半期を

上回りました。

これらの結果、音響機器販売事業の売上高は3,068百万円（前年同四半期比14.1％増）となりました。

 

［映像製品の開発・製造・販売事業］

映像製品の開発・製造・販売事業は、顧客企業における前向きな設備投資の動き、新規引き合いの増加が見ら

れ、回復基調が継続しております。これにより当第２四半期は、新規顧客の開拓と既存顧客のリピート受注により

着実に売上を伸ばし、中部国際空港や名古屋駅前の街頭ビジョン等のランドマークとなる場所や、グローバル展開

されている大手小売の各国店舗などにLEDディスプレイ・システムを納入いたしました。また、ここ数年間にわた

る在庫圧縮をはじめとしたコストマネジメントの取り組みにより収益を生み出す体質への転換が図られ、黒字を確

保いたしました。

これらの結果、映像製品の開発・製造・販売事業の売上高は634百万円（前年同四半期比25.1％減）となりまし

た。

 

［コンサート・イベント事業］

コンサート・イベント事業は、計画に織り込んでいなかった大型コンサートの発生や、映像演出の規模拡大・多

様化に伴う案件単価の上昇により、好調だった前年同四半期と同等の受注を獲得し、計画を上回って推移いたしま

した。また、企業収益の改善と相まって、企業イベントが株主総会案件を中心に拡大したことから、対前年同四半

期比で増収となりました。利益につきましては、成長を続けるコンサート市場を背景に機材の増強を行ったこと等

により減価償却費が増加したため、前年同四半期実績には至りませんでした。

これらの結果、コンサート・イベント事業の売上高は4,856百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。
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［その他の事業］ 

その他の事業の売上高は272百万円（前年同四半期比108.6％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は14,915百万円となり、前連結会計年度末と比べて549百万円増加しま

した。これは商品及び製品、機械装置及び運搬具並びに工具、器具及び備品が増加したことが主な要因でありま

す。

 負債合計は10,026百万円となり、前連結会計年度末と比べて328百万円増加しました。これは短期借入金、退職

給付に係る負債が増加したことが主な要因であります。

 純資産合計は4,889百万円となり、前連結会計年度末と比べて221百万円増加しました。これは利益剰余金が増加

したことが主な要因であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績が好調に推移しておりますが、輸入音響

機器の新商品の投入時期や、LEDディスプレイ・システム販売案件の動向等に不確定要素があることを踏まえ、売

上高18,700百万円（前連結会計年度比5.8％増）、営業利益1,200百万円（同7.0％減）、経常利益1,200百万円（同

4.9％増）、当期純利益750百万円（同15.1％増）と修正いたしました。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

   （会計方針の変更） 

   （退職給付に関する会計基準等の適用） 

   「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基

礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

   退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

    この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が369,399千円増加し、利益剰余金が

237,630千円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,651,064 1,552,259 

受取手形及び売掛金 3,953,163 3,676,859 

商品及び製品 1,424,891 1,908,776 

仕掛品 45,912 167,178 

原材料及び貯蔵品 120,350 112,067 

その他 948,170 757,646 

貸倒引当金 △29,270 △10,963 

流動資産合計 8,114,282 8,163,825 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,294,372 1,290,455 

減価償却累計額 △823,368 △839,147 

建物及び構築物（純額） 471,004 451,307 

機械装置及び運搬具 6,416,052 7,204,227 

減価償却累計額 △4,390,792 △4,792,193 

機械装置及び運搬具（純額） 2,025,260 2,412,033 

工具、器具及び備品 756,453 902,613 

減価償却累計額 △642,322 △637,369 

工具、器具及び備品（純額） 114,130 265,243 

リース資産 2,824,587 2,663,424 

減価償却累計額 △1,384,664 △1,333,859 

リース資産（純額） 1,439,923 1,329,564 

その他 620,374 565,699 

有形固定資産合計 4,670,693 5,023,848 

無形固定資産    

のれん 137,460 121,327 

その他 51,987 60,534 

無形固定資産合計 189,447 181,861 

投資その他の資産    

その他 1,562,338 1,677,136 

貸倒引当金 △171,565 △131,544 

投資その他の資産合計 1,390,773 1,545,591 

固定資産合計 6,250,914 6,751,302 

資産合計 14,365,197 14,915,127 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,102,366 999,732 

短期借入金 1,538,336 1,865,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,101,128 1,100,708 

リース債務 478,435 474,322 

未払法人税等 282,551 100,684 

賞与引当金 419,588 387,441 

その他 869,062 825,023 

流動負債合計 5,791,467 5,752,912 

固定負債    

長期借入金 1,910,390 2,025,316 

リース債務 1,023,772 878,641 

退職給付に係る負債 880,641 1,274,817 

資産除去債務 13,837 13,913 

その他 77,739 80,409 

固定負債合計 3,906,381 4,273,098 

負債合計 9,697,849 10,026,011 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,743,119 1,748,655 

資本剰余金 2,096,233 2,101,769 

利益剰余金 920,801 1,097,202 

自己株式 △76,911 △76,911 

株主資本合計 4,683,243 4,870,715 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 12,778 17,851 

繰延ヘッジ損益 △14 1,916 

為替換算調整勘定 △29,716 1,216 

退職給付に係る調整累計額 1,056 △2,583 

その他の包括利益累計額合計 △15,895 18,400 

純資産合計 4,667,348 4,889,115 

負債純資産合計 14,365,197 14,915,127 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 8,265,820 8,832,447 

売上原価 5,289,570 5,678,047 

売上総利益 2,976,249 3,154,400 

販売費及び一般管理費 2,199,915 2,435,078 

営業利益 776,334 719,321 

営業外収益    

受取利息 635 532 

受取配当金 2,061 2,666 

固定資産受贈益 － 124,150 

その他 14,257 19,365 

営業外収益合計 16,954 146,715 

営業外費用    

支払利息 60,272 47,533 

持分法による投資損失 28,977 29,322 

為替差損 6,690 7,424 

その他 4,983 4,706 

営業外費用合計 100,923 88,986 

経常利益 692,365 777,050 

税金等調整前四半期純利益 692,365 777,050 

法人税等 302,075 288,202 

少数株主損益調整前四半期純利益 390,289 488,848 

四半期純利益 390,289 488,848 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 390,289 488,848 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,340 4,208 

繰延ヘッジ損益 △1,378 1,930 

為替換算調整勘定 51,699 30,933 

退職給付に係る調整額 － △3,640 

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 863 

その他の包括利益合計 53,656 34,295 

四半期包括利益 443,945 523,144 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 443,945 523,144 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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